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特集 特集 

詳しくは次のページをご覧ください⇒

※ 20歳～ 39 歳の若年女性が半減することで出生率が下がり、※ 20歳～ 39 歳の若年女性が半減することで出生率が下がり、
　 自治体運営に影響が生じる可能性がある自治体のこと。　 自治体運営に影響が生じる可能性がある自治体のこと。
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報告 報告

意見 意見

指示 報告

意見 意見

企画会議

本部 策定委員会

WG (ワーキンググループ)幹事会

矢板市議会

矢板市まち・ひと・しごと創生総合戦略会議の役割は？

　戦略（人口ビジョン、戦略および施
策の方向性等）を作ります。
そして、その内容を市議会や策定委員
会へ報告し、意見を求めます。
　また、企画会議へ戦略案の策定や施
策などを検討するよう指示を出します。
　
　・市役所庁議メンバーにより構成

　戦略案（人口ビジョン、戦略、およ
び施策の方向性等）を策定し、本部へ
報告します。また、本部から指示され
た戦略および施策などについて検討し
ます。案の作成には幹事会・ＷＧから
意見を聴取し参考とします。

   ・市三役、重要施策所管課長により構成

　全員協議会において、本部から報告
された戦略等について検討し、その結
果を本部に提言します。　

　本部から報告された戦略などについ
て検討し、その結果を本部へ提言します。

・市内外の産業・官公庁・学識・  金融・　
   労働・言論・住民分野のメンバー 21
   人により構成

　戦略および施策に対する市役所内の
意見を取りまとめて企画会議へ提案し
ます。

 ・ 市役所調整会議メンバーにより構成

　企画会議へ戦略および施策に対する
意見や提案を行います。

・市内外のおおむね 20 代～ 30 代の
   産業・官公庁・学識・金融・労働・言論・　
   住民分野のメンバー 13 人により構成

矢板市の人口ってどうなっていくの？ 人口減少を食い止め、成長するための第１歩とは？

　策定委員会のアドバイザーに宇都宮
大学陣内雄次教授が就任。「矢板市が生
き残る最後のチャンスと思って策定し
てほしい」との意見を述べた。

　市長より「さまざまな分野の皆さん
の知恵を結集し策定していただきたい。
そして持続可能なまちづくりをしたい」
と述べた。

　　　図１　総人口、年齢３区分別人口の推移
　平成 26 年 5 月、民間研究機関「日本創
生会議」は、衝撃的な数字を発表しました。
それは、このまま少子化に伴う人口減少
と地方から大都市への人口移動が続くと、
2040 年（平成 52 年）には全国の約半数
の 896 の自治体で、20 歳～ 39 歳の若年
女性が半減し、消滅する可能性があると
いうものでした。
　栃木県内においても７つの自治体（那
珂川町・茂木町・塩谷町・那須烏山市・
日光市・那須町・旧岩舟町）が消滅可能
性都市として公表されました。矢板市は、
今回の調査では該当となりませんでした
が、油断することはできません。
　
　図 1の国勢調査に基づく推計人口によ
ると、矢板市の人口は 2040 年（平成 52
年）には 27,955 人 (※ 1) になってしまうと
予測されました。また別の予測では、人
口移動がこのまま収束しない場合には、
27,407 人 (※ 2) になるとも言われています。
さらに、2060 年には、21,000 人を割り込
んでしまうとの予測結果となっています。
実際の市の人口も 1998 年の（平成 10

年）約 37,000 人をピークに減少の一途を
たどっています。各研究機関が公表して
いる推計値に対し、実際の推移はそれら
を超えるペースで進んでおり、2015 年（平
成 27 年）現在では、34,000 人を下回りま
した。

図２では、矢板市の人口密度（どこに
どのくらい人口が集中しているのか）を
示しています。地図上で赤くなっている
ところが人口密度の高いところです。
また、別の調査によると、人口密度が

高いところに年少人口も集まっているこ
とが分かりました。逆に高齢化率は、人
口密度の低いところほど、高い傾向にあ
り、一部地域では、50％を超えるところ
も出てきています。

※１ 国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口

※２ 日本創生会議による推計人口

半径 2㎞

　　　図２　矢板市人口密度分布図

　策定委員会の委員長には、中村修氏
が就任。「皆さんのご意見をうまく集約
し、プランをまとめていきたい」と述
べた。

　若手を中心としたワーキンググルー
プからも「チャレンジする行政を目指
した方がよい」などの意見が出された。

６月５日（金）第１回矢板市まち・ひと・しごと創生総合戦略　策定委員会およびWG合同会議

日本は、2008 年（平成 20 年）をピークに人口減少社
会を迎えました。国は、人口減少の克服と地方再生を目
指すため、平成 26 年 11 月に「まち・ひと・しごと創生法」
を制定し、地方創生の理念や全体的な戦略の方法などを
定めるとともに、今後目指すべき将来の基本的な方向性
や具体的な施策を示す「まち・ひと・しごと創生総合戦略」
を取りまとめ、平成 26 年 12 月に閣議決定しました。
矢板市においても、これまで定住対策や子育て支援策

など、多くの施策に取り組んできましたが、出生率の低
下による自然減や市外の転出者が転入者を上回る社会減
の波を止めることができませんでした。

そのような中で、人口減少が及ぼす多くの影響に歯止
めをかけ、矢板市の活力をさらに向上させるためには、
これまでの取り組みに加えて、新たな視点に立った矢板
独自のプランが必要です。
そこで市では、さまざまな経験と識見を持った方の知

恵を結集し、人口問題を基軸とした今後の矢板市につい
ての方向性を考える「矢板市まち・ひと・しごと創生総
合戦略会議」を立ち上げ、市民が希望を持って生活する
ことができる、矢板市の将来像を創り上げていきます。

■市民　■議会　■市

（0～ 14 歳） （15 ～ 64 歳） （65 歳～）
【出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」に基づきまち・ひと・しごと創生本部作成】

【出典：平成 22 年国勢調査データに基づき、昭和 ( 株 ) 作成】

27,955 人

34,000 人

21,000 人

10,000 人

20,000 人

30,000 人

人口集中地区

矢板地区

片岡地区

泉地区

特集   明るい未来を創ろう ～矢板・創生～



　　平成 27 年 7月号 7平成 27 年 7月号6

政策パッケージ

具体的な施策ってどのようなものなの？総合戦略会議でどのようにどんなものを作るの？

あなたのご意見をお寄せください

　図３　国と地方における人口ビジョン・総合戦略の構成イメージ

中長期的展望

１．人口減少問題の克服　　

◎ 2060 年に 1億人程度の人口   

     を確保

◆人口減少の歯止め

　国民の希望が実現した場合 

    の出生率 = 1.8
◆東京一極集中の是正

２．成長力の確保

◎ 2050 年代に実質GDP成長率

      1.5 ～ 2％程度維持

農林水産業の成長産業化
訪日外国人旅行消費額３兆円へ
地域の中核企業、中核企業候補1000社支援

地方移住の推進
起業の地方拠点強化
地方大学等活性化

「小さな拠点」の形成
定住自立圏の形成促進
既存ストックのマネジメント
　中古・リフォーム市場規模20兆円

←
←

若い世代の経済的安定
妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援
ワーク・ライフ・バランス実現←

←

←

具体的な施策を
施策ごとに

重要業績評価指標 (KPI) を設定

　　県・市町村（矢板市）の政策体系イメージ図

中長期的展望

１．人口の現状分析　　
　人口動向や将来人口
　推計の分析

２．人口の将来展望
　目指すべき将来の方
　向性や施策の方向性
　を踏まえた人口の将
　来展望

基本目標

地方における安定した雇用を創出する
　2020 年までの 5年間の累計で地方に 30 万人の
　安定した雇用を創出

地方への新しい人の流れをつくる
　2020 年までに地方・東京圏の転出入均衡
　・地方→東京圏転入　6万人減
　・東京圏→地方転出　4万人増

時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守る
とともに、地域と地域を連携する
　立地適正化計画を策定する市町村数 150
　小さな拠点の形成

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
　結婚希望の実現率　80％ (2010 年 68％ )
　夫婦が予定する子どもの数 (2.12 人 )
　実績指標を 95％　(2010 年 93％ )

基本目標 ( 注 1)と基本的方向（注 2）
（注 1）実現すべき成果（アウトカム）に係る数値目標を　
　　　  設定（定性目標の場合は客観的な指標を設定）
（注 2）目標達成のために講ずべき施策の方向を記載

地方における安定した雇用を創出する

地方への新しいひとの流れをつくる

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかな
える

時代に合った地域をつくり、安心なくらしを
守るとともに、地域と地域を連携する

！←

　　国の政策体系イメージ図

矢板市版総合戦略の策定にあたり、6月に行われたアン
ケート調査にご協力いただいた皆さん、ありがとうござい
ました。また、この他にも地方創生を進めていくにあたり、
市では、市民の皆さんからのご意見を広く募集します。
お寄せいただいたご意見やアイデアは「矢板市まち・
ひと・しごと創生総合戦略本部」などでの検討資料とさ
せていただきます。

募集内容／
・矢板市で安定した雇用を創出するには

・矢板市への新しいひとの流れをつくるには
・若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえるには
・時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るととも　
　に、地域と地域を連携するには
・このほか、上記のこと以外にも
　「こんな矢板市になって欲しい」
　「矢板市の課題解決のためにこれが必要だ」
　「こんなことが困っているからこんな政策が必要だ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

募集期限／ 7月 24 日（金）
　提言をいただく様式に決まりはありませんので、右の記入
例を参考の上、メール、または郵送・ファクスで提出してく
ださい。

　　　　　　　　　　　

※いただいたご意見は、個人情報の管理に留意し、他の用途
　に使用することはありません。また、個人情報を伏せ、会
　議などでの参考とさせていただきます。
　 なお、個別の回答はいたしませんのでご了承ください。
応募・問い合わせ／
     〒 329-2192　栃木県矢板市本町 5-4　矢板市総合政策課

　☎（４３）１１１２　 （４３）２２９２

　✉ yaitasousei@city.yaita.tochigi.jp

（例）
矢板市まち・ひと・しごと創生戦略への

提　言　書

住所　矢板市○○町１１１番地１
氏名　○○○　　○○
電話　（４３）○○○○
内容
    （例）　子育てを充実させる施策
　　　　矢板に人を呼び込む施策
　　　　交流人口を生み出す施策　　
　　　　　　　　　　　　　など　
課題と併せた具体的な施策への提案

「矢板市まち・ひと・しごと創生総合戦略会議」では、
今年度内に人口ビジョンと総合戦略を策定していきます。
スタートとして、まずは矢板市の課題を想定し、人口減
少に対応する「行政が考えるあるべき姿」と「市民等が
考えるあるべき姿」のギャップを浮き彫りにします。そ
のため、6月に高校生から成人までを無作為に抽出した
約 3,500 人に対して、市民意識調査を実施しました。ま
た、この他にも子どもの健診を受けた方への聴き取り調

査などを行いました。その集まったご意見を参考に、「将
来予測」「施策の方向性」「アンケート調査の分析」をほ
ぼ毎月会議で検討していきます。
また今年度は、来年度から始まる市の最上位計画であ
る「第 2次 21 世紀矢板市総合計画」の内容を更新する
年でもあります。その内容と調整を図り、歩調を合わせ
ながら、矢板市の特性に合わせた具体的な施策をまとめ
ていきます。

市の総合戦略会議では、市の実情を
踏まえた上で、今後 5 カ年の施策の
基本的な方向性や具体的な施策を平成
28 年 1 月をめどに策定します。その
内容には、アンケート調査の結果や総

合戦略会議の策定委員会、ワーキンググループの皆さん
からのご意見・ご要望・アイデア、そして市の重要施策
などが盛り込まれていくことになります。
左ページの図 3に示されているようなものが基本的な

考え方となりますが、総合的に内容を包括しているもの
ではなく、矢板市の実情に合わせた実効性と実現性が高
い施策を設定することが必要です。また、その施策の設
定には、必ず KPI 指標（重要業績評価指標）を併せて設
定し、PDCA サイクル【Plan（計画）→ Do（実行）→ 
Check（評価）→ Action（改善）】を回していかなけれ
ばいけません。

そのためには、施策を策定するだけではなく、評価を
を行い、修正をしていく組織体制を併せて作っていく必
要があります。

←
←
←
←

！
【内閣府：他市町村の先行取組事例集より】

【岩手県 石市】
　地域コーディネーター養成機関創出事業 
【長野県 小布施町】
　月いちシャトルバス運行等による起業家誘致事業
【新潟県 三条市】
　若者の転入促進に向けたものづくり産業における
    価格決定力確保支援事業   
【島根県 雲南市】
　中間支援組織育成・確保事業（若者チャレンジの推進）
【福島県 会津若松市】
　地域コミュニティポイントサービス実証事業
【長野県 小諸市】
　有害鳥獣（シカ）商品化事業　　　　　  　　　  など
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